
                    平 成 ２ ５ 年  第 ３ 回 教 育 委 員 会 会 議 録 

 招 集 年 月 日    平成２５年２月２０日  

 招 集 場 所    役場 第３会議室  

 開 会   １１時００分    委員長宣告  

 出 席 委 員    立脇教育委員長 井上教育委員 福田教育委員 川上教育委員 内田教育長  

 欠 席 委 員   

  教 育 長 の 報 告  

    別紙資料による  

  ○事業報告  

  ・新年度予算の協議 

  ・日野高校の問題について  

  ○行事予定  

  ・人事ヒアリング 

・卒業式 

・３月定例会 

  ・第４回教育委員会 

  ・第５回教育委員会 

  ・第６回教育委員会 

 



      議 事 日 程    

                  議     事           の       経     過  

 日 程 そ の 他   発 言 者                    発 言 の 要 旨  

日程第１ 

議案第１号 平

成 ２ ４ 年 度 日

南 町 教 育 費 ３

月 補 正 （ 第 ８

号）予算につい

て 

日程第２ 

議案第２号 平成

２５年度教育費

予算について 

委 員 長  

教 育 長  

 

 

 

事 務 局 

 

委 員 長 

委 員 

事 務 局 

委 員 

事 務 局 

 

委 員 長 

教 育 長 

 

 

 

 

委 員 長 

日程第１議案第１号について説明を求める。 

日程第１議案第１号平成２４年度日南町教育費３月補正（第８号）予算について審議を求めるもの。 

日程第２議案第２号平成２５年度教育費予算について承認を求めるもの。 

詳細について事務局から説明する。  

 

※ 資料に基づき詳細説明 

 

説明を受けたが、質疑はあるか。  

町内の８個の教員住宅の事について教えて頂きたい。 

中学校１号２号３号で笠木、石見西と新たに旧町校官舎の３戸という事になる。 

実際に入った人は何人ぐらい居るのか。 

北の原の所に計５つあるが、今は５分の３入っています。笠木・萩原・石見西もそれぞれ入っているので

全部で８分の６埋まっているような状況である。 

PCBの運搬はどこに運ぶのか。 

PCBの処理は九州に１か所で、２４年度にやっと処理できた。入札等の関係も含めて安くなっているため

減額している。学校給食センターの備品整備について、今はガスと電気の併用型になっている。特に給湯

器の関係を今年度出したのは、現行の給湯器はガス方式で焚口が二つあるが、１つが機能していない状況

だった。基本的にはオール電化で、この２年間でトータル１億少々を投資してやるつもりだが、その一部

として今回計上している。 

備品購入費のICT化促進事業教材備品とは具体的にはどの様なものか。 

  



  教 育 長  

 

 

 

委 員 長 

教 育 長  

 

 

 

 

 

 

委 員 長

教 育 長  

 

 

 

委 員 長 

委 員 

委 員 長 

学校のパソコンのWindowsXPの保守が今年中に切れてしまう。したがって更新が必要だが、一歩進んだ学

習に取り組みたいのでタブレット型にしようと思っている。建物内ならどこでも繋がる様に、WiFiの方式

に切り替えようと思っている。子供達が自主的に活動してくれるような効果も狙っている。学校に居る間

はフルに使えるような環境を整えてやりたいという考え方で今回の予算を計上している。 

生涯教育推進事業の中で社会教育推進事業委託の項目がある。これは指導員を付けてそれぞれの所に予算

化するという事だと思うが、人件費と活動費はどの程度考えておられるか。 

緊急雇用の創始特別事業という補助金があるが、この緊急雇用は２５年度の１年間はどこかに委託しない

と対象にしないとなっているため、アシスト日南の方に委託することになっている。社会教育活動をする

のに、人件費だけでなく消耗品などの経費も必要なのでそれも入っている。ただしその人間は教育委員会

との連携ができるよう配置しておくという動きになる。それぞれの団体・グループへの支援金は、文化団

体への補助金として９０万円というのがある。２５年度に良い成果を出して、２６年度以降人や補助金を

増やさないと意味が無いので、教育委員の皆さんにもご協力頂きたいと思っている。 

２４ページの奨学金というのはどの様な人に出るのか。 

日南町出身の子供達で、高校卒業して大学・短大・専門学校等に進学するときに、学費として年間４０万という金額を貸

与するシステムになっている。２５年度においては、その枠が１５人分ある。申請があれば４年間１６０万まで出せるこ

とになっている。従来は返還に関して、免除規定があったが、現在は全額返還になっている。このことについて、地域と

しても多少なりとも人材育成に対して、投資をすべきだと思っている。 

無いようなら承認しても良いか。  

はい。  

日程第１議案第１号、日程第２議案第２号 について承認する。 

 

 


